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審査要旨 (20 0 0字以内）

北赤道反流(NECC)は，太平洋の北緯2~10度付近を東向きに流れる表層海流である。 NECCは暖かい海水を

西部太平洋から中・東部太平洋に輸送する。 NECCの経年変動は，エルニーニョ・南方振動(ENSO)との関連

することが示唆されている。エルニーニョは，太平洋赤道域の海面水温偏差のパターンによって，主に3つの

タイプに分類される。

（次頁へ続く）



審査要旨

一つは，海面水温の正偏差が日付変更線付近に集中する中部太平洋(CP)エルニーニョである。もう一つは，

東部太平洋では海面水温の正偏差が顕著であるが，中部太平洋ではそうではないパターンである。これは東

部太平洋(EP)エルニーニョと呼ばれる。最後にEPエルニーニョとCPエルニーニョが混在し，中部太平洋と東

部太平洋の海面水温の正偏差がほぼ同じパターンである。これはMIXエルニーニョと呼ばれる。エルニーニョ

・ラニーニャとNECCの関係及び様々なエルニーニョのタイプとNECCの関係を調べるのには，長期間のデータが

必要なため，十分に行われていなかった。

第1章では熱帯太平洋域における海洋循環，エルニーニョとラニーニャ，過去の研究の紹介と本研究の目的

について述べている。

第2章では赤道西部太平洋における25年間 (1993~2017年）のNECCを解析した。流速データについて経験的

直交関数 (EOF)解析を行い，北半球の夏と冬におけるNECCの時間・空間変動を調べた。その結果，エルニーニ

ョ（ラニーニャ）現象の発達期にNECCが強まる（弱まる）ことを示した。またその時期は主に北半球の夏で

あることを明らかにした。さらにNECCの速さが大きくなる（小さくなる）時には， NECCの経路が北（南）へ

移動することを示した。これらの結果はスベルドラップ・バランスによって説明できることを示した。

第3章では赤道西部太平洋における3つのタイプのエルニーニョに対するNECCの応答を調べた。そのために4

0年間(1978~2017年）にわたる表層海流データなどを用いた。まず使用した流速データをアルゴフロートデー

タと比較した。次に流れの東西成分についてEOF解析を行い，主要モードのエルニーニョのタイプによる違い

を調べた。 EOF第1モードの時系列から， MIXエルニーニョの発達期（北半球の春から秋）を通じて， NECCはCP

エルニーニョやEPエルニーニョにおけるNECCよりも大きいことを示した。またエルニーニョの発達期におい

ては， EPエルニーニョにおけるNECCの方がCPエルニーニョにおけるNECCよりも強かった。一方，エルニーニ

ョ最盛期には， CPエルニーニョにおけるNECCの方が強かった。その後， EPエルニーニョやMIXエルニーニョの

発生から1年後の春に近づくと， NECCは急激に大きさが減少する。またNECCの緯度は， 3つのタイプのエルニー

ニョ間では違いはない。エルニーニョ発達期にはNECCは南に位懺し，最盛期に近づくと北上する。

第4章では1978~2017年のデータを用いて， 3つのタイプのエルニーニョに対する赤道東部太平洋における

NECCの応答を調べた。北半球春から夏にかけては， EPエルニーニョとMIXエルニーニョの時に， CPエルニーニ

ョの時よりもNECCが強くなることを示した。一方，冬になると， NECCはCPとMIXエルニーニョの時に強く， EP

エルニーニョの時に弱いことを示した。北半球冬から春にかけて， NECCの経路の南下が見られる。ところがC

PとMIXエルニーニョ発生時にはその南下は見られない。この経路の違いは，局地的な風応力に影響されてい

ることを示した。

第5章ではこれまでの内容をまとめた。

本研究では長期間のデータを用いることにより，エルニーニョ・ラニーニャとNECCとの関係を明らかにした

ものであり，気候変動に関して意義のある研究であると考える。以上の成果の一部は，申請者が第一著者とし

て， 2報の査読付き国際誌に掲載済みである。

2022年8月4日13時から理系複合棟202教室において対面とZoomによるハイブリッド形式で論文発表会を実

施した。論文発表会では研究背景・手法・成果などが論理的に説明された。発表後の質疑応答では，研究内

容に関する質間や研究背景に関して基本的な質問から発展的な質問がなされたが，おおむね的確に回答かつ

丁寧に対応していた。論文発表会の直後に論文審査委員3名による学位論文審査会を行った。審査会では，本

研究成果は学術的に有用であり，提出された学位論文は博士の学位論文に相当すると判断した。その結果，全

会一致で学位論文を合格とした。また審査会では申請者が専門分野及び関連分野の十分な知識及び研究能力

を有することを確認した。その結果，全会一致で最終試験を合格とした。
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